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【問い合わせ先】　弘前社会保険事務所　電話０１７２－２７－１３３９

源泉徴収票が送付されます

【年金ダイヤル】　０５７０-０５-１１６５　※ＩＰ電話・ＰＨＳからは０３-６７００-１１６５

　国民年金、厚生年金、共済組合などの老齢年金や退
職年金は、所得税法で「雑所得」とされ所得税の課税対
象となります。源泉徴収票は、これらの年金を受けてい
る方に昨年中に支払った年金額や年金から差し引いた
所得税額などをお知らせするもので、毎年１月中に社
会保険業務センター（東京都）より送付されます。

お急ぎの方は、弘前社会保険事務所でも源泉徴収票を再発行しておりますので、問い合わせください。
※障害年金や遺族年金には所得税が課税されませんので、この分の源泉徴収票の発行は行っていません。
※複数の年金を受けていたり年金以外の所得のある方は、確定申告が必要となります。

　医療費等の控除を受ける方は、この源泉徴収票を税
務署等へ提出する必要がありますので、紛失しないよ
うご注意ください。万が一、源泉徴収票を紛失したり、２
月になっても源泉徴収票が送付されない場合は、再発
行できますので、「年金ダイヤル」にお電話ください。

【問い合わせ先】農林水産課　電話４２―２１１１(内線４１７)

国が「肥料費・燃油費」を緊急支援します！

◎詳細については、JAつがるにしきた・JA木造町・集荷業者・農林水産課へお問い合わせください。

助成額算定式　｛本年度肥料費－本年度肥料費÷低減率（0.8又は0.9）÷高騰率（1.4）｝×0.7（助成率）＝助成額

　国では、肥料や燃油価格の高騰に対応し、低コスト・省エネ型の農業経営への転換を
推進するため、化学肥料又は燃油使用量の２割削減に取り組む農業者グループを対象
に、肥料費又は燃油費増加分の7割を助成する緊急対策を実施します。

【1.支援の対象となる肥料及び燃油】
　①平成20年7月～21年6月に購入し、期間中に施肥・作付けを開始する作物の肥料。
　②平成20年秋から21年春にかけての、施設園芸の加温に用いる燃油。

【2.肥料助成額のモデルケース】
　《本年度肥料費「2割低減後」112万円とした場合の算定式による算定例》
　（112万円－112万円÷0.8÷1.4）×0.7＝8.4万円

【3.支援を受けるための要件】
　❶肥料については、平成20年度の生産調整を実施しているか、又は21年度の生産調整（転作）の
実施を確約していることが必要です。

　❷化学肥料又は燃油使用量を2割以上削減する技術に取り組み、かつ、事業年に新たな技術の導入
がされていることが必要です。

　※肥料については次の2つの要件を満たすことが必要です。

（１）下表①の技術等を1つ以上か、又は②の技術等を2つ以上実施して生産をおこなっていること。
（２）下表①～③の技術等を新たに1つ以上実施していること。

【4.事業の申し込み】
　　　事業実施者（申込受付者）は次の団体になりますので、各農家は肥料の購入先もしくは購入予
定先の販売事業者に確認の上、申し込みを行ってください。

　　①農業協同組合　②肥料店グループ（集荷業者・肥料販売店等）　③農業者の組織する団体（農
林水産課にお問い合わせください）※代表者の定めがあり、かつ、組織及び運営についての規約
の定めがある団体

【5.事業の申込書提出期限】
　　平成２１年１月２３日㈮までに事業実施者（申込受付者）に申し込んでください。
【6.申込方法】
　　　「自己確認シート」を事業実施者に提出してください。
　　※「自己確認シート」は、農協、集荷業者、肥料販売店、市役所農林水産課で配布しております。
【7.燃油費助成対象者の方へ】
　　　施設園芸の加温に用いる燃油が対象となります。該当される農家の方は、農協又は農林水産
課まで、お問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ先】　健康推進課　保健予防係（精神保健担当）小山・兼平・下山　　電話４２－２０４４

すずらんの会（自死遺族のつどい）

【問い合わせ先】　市民課　国民年金係４２－１１０８

国民年金保険料を納めないとどうなるの？

受 験 研 究 会受 験 研 究 会受 験 研 究 会
1月生
受付中！

●日　時／２月１日㈰　１０：００～１２：００
●場　所／木造ふれあいプラザ（ＪＲ木造駅隣の三角屋根の建物）

●すずらんの会とは別に、精神保健担当の保健師が訪問や電話で
　悩みに応じますのでお気軽にご連絡ください。
　日時や場所などはご都合に合わせます。

〒037-0016　五所川原市一ツ谷527-14　「赤いりんごの並木道通り」
TEL.0173（34）9682　FAX.0173（34）7691

（A）小学1年～6年（算・国・英）〈1科目：4,000円〉
（B）中学1・2年（国・英・社・数・理）〈15,000円〉
（C）高校１･2年（英・数・現・古・漢・生・化・物）
　  五高コース、木高コース〈1科目：12,000円〉
（D）高校受験生（国・英・社・数・理）〈20,000円〉
（E）大学受験生（センター対策､私立:英､数､現､古､漢文､生､化､物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈1科目：12,000円〉
（F）公務員・初級・国家Ⅲ種コース　（G）医療系コース
●英検5級～2級〈塾生は受講料免除〉 ●特別補習〈無料〉

　国民年金は老後だけでなく、万が一のときにもあなたやあ
なたのご家族をしっかりサポートしてくれる公的年金です。
　しかし、保険料を納めないでいると、老齢基礎年金を受け
られなくなったり、年金額が少なくなったりします。また、ケ
ガや病気により日常生活に一定程度以上の支障がある場合
に支給される障害基礎年金や妻と子を残して夫が亡くなっ
た場合に支給される遺族基礎年金を受けられなくなること
もあります。
　保険料の納付には納め忘れを防ぐための便利でお得な
「口座振替」や「前納制度」、経済的な理由などで納付するこ
とが困難な方には「保険料免除制度」、30歳未満の方には
「若年者納付猶予制度」、学生の方には「学生納付特例制
度」がありますのでご利用ください。

【問い合わせ先】西北地域県民局地域農林水産部
普及指導室　つがる普及分室  電話４２－２２２２

第25回つがる市くらしの工夫展

日時／１月２２日㈭10:00～14:30　場所／松の館

　つがる市の農村女性が一堂に会し、つがるブラ
ンド農産物のおいしい食べ方の紹介や旬の農産
物、自慢の加工品を即売します。

―主な催し物―
●くらしの創意工夫コンテスト出品作品展示
●おいしいつがるブランドの料理実演試食
●農村女性達のアトリエ、農村の技展示
●農村女性活動の展示紹介　●講演「野菜の栄養と健康」
●加工品等の即売コーナー、フリーマーケット
●農業者年金ＰＲコーナー　●ＶｉＣ・ウーマンによる寸劇

①2割以上の低減効果を有する技術等
ア．側条施肥
イ．育苗箱全量施肥
ウ．点滴施肥
エ．うね立て同時施肥
オ．灌注施肥
カ．ポット内・セル内施肥
キ．2割以上の低減効果を
　 有する特認技術

ア．土壌診断に基づく施肥設計の見直し
 　（5年前までに実施したもの）
イ．作物の栄養診断に
 　基づく効率的施肥
ウ．堆肥の導入・活用
エ．有機質肥料の導入
オ．有機質資材の投入
 　（ウ及びエを除く）

カ．低成分肥料の導入

キ．肥効調整型肥料の導入

ク．単肥配合の導入
ケ．緑肥作物の導入
コ．おおむね1割以上の低減
 　効果を有する特認技術

ア．肥料施用量の少ない
　 品種の導入
イ．フレコンによる肥料の
　 受け入れ
ウ．特認技術

②1割程度の低減効果を有する技術等 ③左記以外の技術等

※生産調整の確約を実施しない等、要件を
満たしていない場合は、助成金の返還及
び交付取り消しとなります。

〈算定例〉

基準年（前年）
（19年7月～20年6月）

肥料費
100万円

事業年（本年）
（20年7月～21年6月）

肥料費

増加分
12万円7割→ 助成額8.4万円 20年度

肥料費
112万円

←2割削減分（農家の努力）高騰

｝
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キ．肥効調整型肥料の導入

ク．単肥配合の導入
ケ．緑肥作物の導入
コ．おおむね1割以上の低減
 　効果を有する特認技術

ア．肥料施用量の少ない
　 品種の導入
イ．フレコンによる肥料の
　 受け入れ
ウ．特認技術

②1割程度の低減効果を有する技術等 ③左記以外の技術等

※生産調整の確約を実施しない等、要件を
満たしていない場合は、助成金の返還及
び交付取り消しとなります。

〈算定例〉

基準年（前年）
（19年7月～20年6月）

肥料費
100万円

事業年（本年）
（20年7月～21年6月）

肥料費

増加分
12万円7割→ 助成額8.4万円 20年度

肥料費
112万円

←2割削減分（農家の努力）高騰

｝
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つがる市社協からのお知らせつがる市社協からのお知らせ
平成21年1月

つがる市社会福祉協議会　〒038－3138　つがる市木造若緑52番地つがる市社会福祉協議会　〒038－3138　つがる市木造若緑52番地
TEL:0173－42－4660  FAX:0173－42－4686　Eメール：tsugarushakyo@tea.ocn.ne.jpTEL:0173－42－4660  FAX:0173－42－4686　Eメール：tsugarushakyo@tea.ocn.ne.jp

個人では解決できない法律の問題や
　家庭問題等でお一人で悩んでいませんか

期　日／1月14日㈬・2月12日㈭ 
時　間／午後１時～４時まで
場　所／社会福祉協議会本所 相談室
料　金／無　料 ※相談は予約が必要です！

期　日／平成２１年１月１５日㈭午後１時
場　所／じょっぱり温泉　大広間
参加・観覧料／1人３２０円
申込み／1月５日㈪から先着２０名（組）で締切ります
申込先／じょっぱり温泉 TEL.２５－２３９０
入　賞／優勝、準優勝、第３位で賞品等もあります。
その他／審査は７名によって行なわれます。
　　　　時間の都合上、歌は２番までとします。

※このページは有料掲載になっています。

　
あ
る
生
活
用
品
の
会
社
で
次
の
よ

う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
出
し
て
い

ま
す
。

【「
誰
か
に
排
泄
ケ
ア
を
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
誰

に
一
番
し
て
も
ら
い
た
い
か
」

と
の
問
い
に
は
、
男
性
の
約
67
％
が

「
配
偶
者
」
を
選
ん
だ
の
に
対
し
、

女
性
で
は
約
33
％
が
「
施
設
や
病
院

の
職
員
」を
、約
25
％
が「
娘
」を
選
択
。

「
配
偶
者
」
を
選
ん
だ
の
は
約
21
％

だ
っ
た
。
同
社
で
は
、「
男
性
は
妻

を
頼
り
に
し
て
い
る
も
の
の
、
女
性

は
夫
を
当
て
に
せ
ず
、
介
護
の
プ
ロ

や
娘
を
希
望
し
て
お
り
、
夫
婦
の
意

識
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
よ
う
だ
」

と
分
析
し
て
い
る
。】

　
心
身
共
に
健
康
な
高
齢
者
の
方
々

に
よ
る
と
、「
一
番
受
け
た
く
な
い

介
護
は
排
泄
の
世
話
」
だ
そ
う
で
、

排
泄
ケ
ア
は
介
護
を
受
け
る
側
に
も

す
る
側
に
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で

あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
信
頼
す
る
相
手

で
な
け
れ
ば
お
願
い
で
き
な
い
ケ
ア

ら
し
い
の
で
す
。
こ
の
〝
信
頼
〞
と

い
う
の
は
、「
信
じ
て
い
る
・
頼
り

に
し
て
い
る
と
い
う
心
の
信
頼
」
と

「
ケ
ア
の
仕
方
が
上
手
と
い
う
技
術

の
信
頼
」
の
２
つ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
男
性
は
、
お
そ
ら
く
、

妻
に
対
し
て
「
心
の
信
頼
」
も
「
技

術
の
信
頼
」
も
し
て
い
る
と
思
う
の

で
す
が
、
妻
の
方
は
多
く
の
場
合
、

「
技
術
の
信
頼
」
を
し
て
い
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。（「
心
の
信
頼
」

も
ど
う
で
し
ょ
う
か
。）

　
昭
和
以
前
の
女
性
は
、
家
事
・
育

児
を
通
し
て
、
当
然
の
よ
う
に
生
活

の
技
術
を
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に
身
に

つ
け
て
い
ま
す
が
、
男
性
は
お
そ
ら

く
仕
事
中
心
の
生
活
の
た
め
家
事
・

育
児
の
経
験
も
な
く
、
一
人
で
は
何

も
で
き
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
女
性
は
外
で
働
く
よ
り
も
家
事
・

育
児
・
介
護
中
心
の
生
き
方
を
す
る

こ
と
、
男
性
は
家
事
等
に
関
心
を
持

つ
の
で
は
な
く
仕
事
中
心
の
生
き
方

を
す
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
男
女
で

区
別
し
て
仕
事
も
分
け
る
こ
と
を

「
性
別
役
割
分
業
」
と
言
い
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
て
、
妻
よ
り
夫
が
先

に
介
護
を
受
け
る
側
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
妻
が
先
に
介

護
を
必
要
と
し
た
ら
、
夫
は
ど
う
す

る
の
で
し
ょ
う
？
男
性
に
家
事
を
す

る
能
力
が
な
か
っ
た
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
必
要
な
の
は
訓
練
で
あ
り
経
験

だ
け
で
す
。
介
護
は
面
倒
な
こ
と
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
支
え

て
く
れ
た
相
手
に
対
し
て
の
「
あ
り

が
と
う
」
の
気
持
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。〝
女
性
だ
か
ら
男
性
だ

か
ら
〞
で
は
な
く
、〝
女
性
も
男
性

も
〞
同
じ
作
業
を
経
験
し
て
、
互
い

の
苦
労
を
知
り
、
労
り
合
い
な
が
ら

た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
言

え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

【
執
筆
者
】

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
あ
お
も
り
代
表
　
一
條
敦
子

蘆
開
催
期
日

　
平
成
20
年
10
月
29
日
㈬

蘆
講
　
　
師
　

　
川
口
浩
一
氏
（
Ａ
Ｔ
Ｖ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

蘆
主
　
　
題

　「
男
性
の
視
点
に
立
っ
た

男
女
共
同
参
画
」

◇
社
会
的
に
形
成
さ
れ
た

女
性
、
男
性

　
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動

家
ボ
ー
ボ
ア
ー
ル
は
、
著
書
「
第
二

の
性
」
の
中
で
、「
人
は
女
に
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
、
女
に
な
る
の
だ
。」

や
「
男
は
そ
の
全
て
を
捧
げ
る
こ
と

を
女
に
求
め
、
女
が
そ
の
と
お
り
生

涯
を
か
け
て
尽
く
す
と
、
男
は
そ
の

重
み
に
苦
し
む
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
日
本
も
こ
れ
ま
で
に
、
人
は
社
会

的
に
女
と
し
て
男
と
し
て
育
て
ら

れ
、
平
等
に
育
て
ら
れ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

◇
男
性
の
育
児
休
業
取
得
推
進

　
男
性
の
家
事
、
育
児
、
介
護
の
仕

事
に
係
る
人
の
割
合
を
日
本
と
ア
メ

リ
カ
で
み
て
み
る
と
、
日
本
が
そ
れ

ぞ
れ
６
％
、
20
％
、
11
％
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
が
49
％
、49
％
、１
０
０
％

と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
男
性
は
こ

れ
ら
に
お
け
る
仕
事
量
の
割
合
が
少

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
欧
米
で
は
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得

が
容
易
で
す
が
、
日
本
で
は
、
そ
れ
が

進
ん
で
い
な
い
た
め
、
容
易
に
取
れ
る

よ
う
な
社
会
づ
く
り
が
課
題
で
あ
り
、

決
定
機
関
に
参
画
し
発
言
を
し
て
変
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
対
策
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
は
、
男
性
を
含
め
た
育
児
休
業
取

得
の
推
進
な
ど
の
男
女
共
同
参
画
の

推
し
進
め
に
あ
り
ま
す
。

◇
男
性
の
差
別
事
情

　
女
性
が
差
別
さ
れ
る
社
会
は
男
性

も
差
別
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
首
都

圏
で
男
性

の
働
き
過

ぎ
に
よ
る

過
労
死
や

労
災
認
定

で
揉
め
て

い
る
こ
と

が
多
い
こ

と
や
、
10

年
連
続
で

自
殺
者
が

３
万
人
を
超
え
、
そ
の
６
割
強
が
男

性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
で
言
え

ま
す
。
男
性
が
も
っ
と
楽
に
な
る
社

会
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
別
視
点
で
、
最
近
の
旅
行
プ

ラ
ン
・
食
事
プ
ラ
ン
な
ど
に
お
い
て
、

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
も
の
が

多
く
、
男
性
が
差
別
さ
れ
て
い
る
事

例
が
あ
り
ま
す
。

◇
現
代
の
女
性
事
情
か
ら

女
性
の
化
粧
の
話

　「
女
性
と
い
う
も
の
を
男
性
か
ら

み
る
と
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
る
か
」

と
い
う
こ
と
を
茂
木
健
一
郎
氏
と
カ

ネ
ボ
ウ
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
結
果

が
東
奥
日
報
紙
上
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
女
性
が
自
分
の
化
粧
顔

を
鏡
で
見
た
時
、
他
人
と
認
識
し
、

社
会
と
深
く
関
わ
ろ
う
と
し
て
お

り
、
素
顔
を
見
た
時
は
自
分
ら
し
い

と
認
識
を
し
て
い
る
。」
ま
た｢

化
粧

顔
は
、
社
会
的
な
関
係
を
築
く
橋
渡

し
役
を
担
う
。｣

と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
化
粧
が
女
性
の
社
会
進
出
の

た
め
の
一
つ
の
手
段
と
言
え
る
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
。

【
ま
と
め
】

　
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
ど
う

生
き
る
か
、
ま
た
自
分
の
生
き
方
に

一
生
懸
命
磨
き
を
か
け
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
生
き
方
に
矛
盾
を

感
じ
れ
ば
心
地
よ
く
生
き
ら
れ
な
い

の
で
、
そ
れ
を
打
破
す
る
活
動
が
自

然
に
で
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
の
生
活
か
ら
男
女
共

同
参
画
に
対
す
る
「
気
づ
き
」
が
大

切
で
そ
れ
が
第
一
歩
で
す
。

介
護
と
性
別
役
割
分
業
の
お
話

男
女
共
同
参
画

　
　
　
　セ
ミ
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
社
会
コ
ー
ナ
ー
②

　低所得世帯・障害者世帯等を対象に、市町村社会福祉協議会（各支所でも対応できます）が窓口となって、
青森県社会福祉協議会が審査、貸付を行っている制度です。
資金の種類／更生資金（技能習得費など）、福祉資金、療養･介護資金、修学資金（高校･高専･短大･大学、条件を満たした専修学校）等
　　　　　　※貸付条件、限度額、償還期間は資金の種類等で異なります。
基 本 要 件／①世帯単位の貸付　②連帯保証人が必要　③民生委員の相談援助が前提　④他制度優先　⑤支払い済みの経費は対象外
貸 付 利 率／年３％　※療養・介護資金、修学資金は無利子
　　　　　　※修学資金は２月から受付開始します。条件は他制度（日本学生支援機構、金融機関の教育ローン等）
　　　　　　　を申し込み後、非採用の方が条件となります。
　　　　　　　なお、母子・寡婦世帯については、別制度「母子寡婦福祉資金」の対象です。詳細はつがる市役所
　　　　　　　福祉課児童福祉係へお問い合わせください。

「生活福祉資金貸付制度」の紹介

利用できる方／母子家庭の母・寡婦の方
サービスの内容／
　●就業相談（適切な助言・指導を行います）
　●就業支援講習会（パソコン講習会、ヘルパー２級課程講習会、
　　　  　　　　　　調理師試験準備講習会）
　●就業情報提供（母子家庭等就業支援バンクに登録し、
　　　　　　　　  便宜求人情報を提供します）

相談利用時間／平日午前８時３０分～午後５時１５分
【問い合わせ先】
母子家庭等就業・自立支援センター
（青森県母子寡婦福祉連合会内）青森市中央3－20－30
TEL：０１７-７３５-4１５２　FAX：０１７-７３５-4１６０
※毎月第３火曜日午後１時から３時まで無料法律相談も
　開催しています。（※予約が必要です）

～ご存じですか？福祉の情報～ 母子家庭等就業・自立支援センター

新春じょっぱり温泉「カラオケ大会」 法律相談を開催します

川口さんの話しに耳を傾ける参加者たち

講演する川口さん

NO
1
2
3
4

5

6
7
8

9
10

11

12
13
14

15

16
17

月　日
4月15日
4月15日
4月18日
4月29日

5月  7日

5月16日
6月16日
7月  2日

7月28日
8月  4日

9月  7日

9月  8日
9月11日
9月27日

9月29日

10月  9日
10月24日

氏名・団体
吉川絹枝様
佐々木朝子様
丹代金一・丹代高弘様
イオン㈱ジャスコ
つがる柏店様
屏風山植物愛好会
代表工藤鉄男様
黒滝清昭様
成田ツル様
清寿会老人クラブ
会長葛西賢造様
木村真悦様
松緑神道大和山
木造教区長山谷吉信様
つがる市カラオケ愛好会
会長　三戸富廣様
梶浦春美様
匿名
津軽まほろば会
会長工藤則次様
清寿会老人クラブ
会長葛西賢造様
金子済様
林嗣郎様

地区
本所
本所
本所

本所

本所

稲垣
車力

本所

車力

本所

本所

車力
稲垣

本所

本所

本所
車力

区分・目的
一　　般
一　　般

特定（フットマッサッジャー３台）

一　　般

一　　般

一　　般
特定（ジャグポット２個）

一　　般

香典返し

一　　般

特定
（シャワーチェアー１台）

香典返し
一　　般

一　　般

一　　般

香典返し
一　　般

NO
18
19

20
21
22

23

24

25
26
27
28
29

30
31
32
33
※

月　日
11月  2日
11月  6日

11月  7日
11月10日
11月17日

11月19日

11月25日

11月25日
11月26日
12月  1日
12月  3日
12月  4日

12月  9日
12月  9日
12月10日
12月12日
8月18日

氏名・団体
ダンスルームドラゴン様
つがる市商工会女性部
部長鳴海アキ様
木造中学校福祉委員会様
藤田興機様
松緑神道大和山木造支部婦人部
部長八木橋リウ子様
清寿会老人クラブ
会長　葛西賢造様
松緑神道大和山稲垣・車力教区
●稲垣教区代表　木村正光様
●車力教区代表　工藤晴教様
成田茂様
神成忠美様
匿名
平間康弘様
つがる市赤十字奉仕団　稲垣分団
分団長工藤きみゑ様
孝道山青森別院様
成田良一様
館岡中学校古切手委員会様
繁田小学校児童会様
つがる市柏消防団第６分団
（小和巻地区）様

地区
柏
本所

本所
本所
本所

本所

稲垣

車力
本所
本所
森田
稲垣

本所
車力
本所
稲垣
柏

区分・目的
一　　般
一　　般

一　　般
香典返し
一　　般

一　　般

一　　般

特定（長椅子）
一　　般
一　　般

特定（訪問用バック）
一　　般

一　　般
特定（加湿器）
一　　般
一　　般

岩手・宮城内陸
地震義援金

就業や
技能習得の
お手伝いを
しております

善
意
の
心
皆
様
の
善
意
に
深
く
感
謝
し
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

《
平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
12
月
15
日
》
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つがる市社協からのお知らせつがる市社協からのお知らせ
平成21年1月

つがる市社会福祉協議会　〒038－3138　つがる市木造若緑52番地つがる市社会福祉協議会　〒038－3138　つがる市木造若緑52番地
TEL:0173－42－4660  FAX:0173－42－4686　Eメール：tsugarushakyo@tea.ocn.ne.jpTEL:0173－42－4660  FAX:0173－42－4686　Eメール：tsugarushakyo@tea.ocn.ne.jp

個人では解決できない法律の問題や
　家庭問題等でお一人で悩んでいませんか

期　日／1月14日㈬・2月12日㈭ 
時　間／午後１時～４時まで
場　所／社会福祉協議会本所 相談室
料　金／無　料 ※相談は予約が必要です！

期　日／平成２１年１月１５日㈭午後１時
場　所／じょっぱり温泉　大広間
参加・観覧料／1人３２０円
申込み／1月５日㈪から先着２０名（組）で締切ります
申込先／じょっぱり温泉 TEL.２５－２３９０
入　賞／優勝、準優勝、第３位で賞品等もあります。
その他／審査は７名によって行なわれます。
　　　　時間の都合上、歌は２番までとします。

※このページは有料掲載になっています。

　
あ
る
生
活
用
品
の
会
社
で
次
の
よ

う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
出
し
て
い

ま
す
。

【「
誰
か
に
排
泄
ケ
ア
を
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
誰

に
一
番
し
て
も
ら
い
た
い
か
」

と
の
問
い
に
は
、
男
性
の
約
67
％
が

「
配
偶
者
」
を
選
ん
だ
の
に
対
し
、

女
性
で
は
約
33
％
が
「
施
設
や
病
院

の
職
員
」を
、約
25
％
が「
娘
」を
選
択
。

「
配
偶
者
」
を
選
ん
だ
の
は
約
21
％

だ
っ
た
。
同
社
で
は
、「
男
性
は
妻

を
頼
り
に
し
て
い
る
も
の
の
、
女
性

は
夫
を
当
て
に
せ
ず
、
介
護
の
プ
ロ

や
娘
を
希
望
し
て
お
り
、
夫
婦
の
意

識
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
よ
う
だ
」

と
分
析
し
て
い
る
。】

　
心
身
共
に
健
康
な
高
齢
者
の
方
々

に
よ
る
と
、「
一
番
受
け
た
く
な
い

介
護
は
排
泄
の
世
話
」
だ
そ
う
で
、

排
泄
ケ
ア
は
介
護
を
受
け
る
側
に
も

す
る
側
に
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で

あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
信
頼
す
る
相
手

で
な
け
れ
ば
お
願
い
で
き
な
い
ケ
ア

ら
し
い
の
で
す
。
こ
の
〝
信
頼
〞
と

い
う
の
は
、「
信
じ
て
い
る
・
頼
り

に
し
て
い
る
と
い
う
心
の
信
頼
」
と

「
ケ
ア
の
仕
方
が
上
手
と
い
う
技
術

の
信
頼
」
の
２
つ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
男
性
は
、
お
そ
ら
く
、

妻
に
対
し
て
「
心
の
信
頼
」
も
「
技

術
の
信
頼
」
も
し
て
い
る
と
思
う
の

で
す
が
、
妻
の
方
は
多
く
の
場
合
、

「
技
術
の
信
頼
」
を
し
て
い
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。（「
心
の
信
頼
」

も
ど
う
で
し
ょ
う
か
。）

　
昭
和
以
前
の
女
性
は
、
家
事
・
育

児
を
通
し
て
、
当
然
の
よ
う
に
生
活

の
技
術
を
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に
身
に

つ
け
て
い
ま
す
が
、
男
性
は
お
そ
ら

く
仕
事
中
心
の
生
活
の
た
め
家
事
・

育
児
の
経
験
も
な
く
、
一
人
で
は
何

も
で
き
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
女
性
は
外
で
働
く
よ
り
も
家
事
・

育
児
・
介
護
中
心
の
生
き
方
を
す
る

こ
と
、
男
性
は
家
事
等
に
関
心
を
持

つ
の
で
は
な
く
仕
事
中
心
の
生
き
方

を
す
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
男
女
で

区
別
し
て
仕
事
も
分
け
る
こ
と
を

「
性
別
役
割
分
業
」
と
言
い
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
て
、
妻
よ
り
夫
が
先

に
介
護
を
受
け
る
側
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
妻
が
先
に
介

護
を
必
要
と
し
た
ら
、
夫
は
ど
う
す

る
の
で
し
ょ
う
？
男
性
に
家
事
を
す

る
能
力
が
な
か
っ
た
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
必
要
な
の
は
訓
練
で
あ
り
経
験

だ
け
で
す
。
介
護
は
面
倒
な
こ
と
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
支
え

て
く
れ
た
相
手
に
対
し
て
の
「
あ
り

が
と
う
」
の
気
持
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。〝
女
性
だ
か
ら
男
性
だ

か
ら
〞
で
は
な
く
、〝
女
性
も
男
性

も
〞
同
じ
作
業
を
経
験
し
て
、
互
い

の
苦
労
を
知
り
、
労
り
合
い
な
が
ら

た
く
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
言

え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

【
執
筆
者
】

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
あ
お
も
り
代
表
　
一
條
敦
子

蘆
開
催
期
日

　
平
成
20
年
10
月
29
日
㈬

蘆
講
　
　
師
　

　
川
口
浩
一
氏
（
Ａ
Ｔ
Ｖ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

蘆
主
　
　
題

　「
男
性
の
視
点
に
立
っ
た

男
女
共
同
参
画
」

◇
社
会
的
に
形
成
さ
れ
た

女
性
、
男
性

　
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動

家
ボ
ー
ボ
ア
ー
ル
は
、
著
書
「
第
二

の
性
」
の
中
で
、「
人
は
女
に
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
、
女
に
な
る
の
だ
。」

や
「
男
は
そ
の
全
て
を
捧
げ
る
こ
と

を
女
に
求
め
、
女
が
そ
の
と
お
り
生

涯
を
か
け
て
尽
く
す
と
、
男
は
そ
の

重
み
に
苦
し
む
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
日
本
も
こ
れ
ま
で
に
、
人
は
社
会

的
に
女
と
し
て
男
と
し
て
育
て
ら

れ
、
平
等
に
育
て
ら
れ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

◇
男
性
の
育
児
休
業
取
得
推
進

　
男
性
の
家
事
、
育
児
、
介
護
の
仕

事
に
係
る
人
の
割
合
を
日
本
と
ア
メ

リ
カ
で
み
て
み
る
と
、
日
本
が
そ
れ

ぞ
れ
６
％
、
20
％
、
11
％
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
が
49
％
、49
％
、１
０
０
％

と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
男
性
は
こ

れ
ら
に
お
け
る
仕
事
量
の
割
合
が
少

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
欧
米
で
は
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得

が
容
易
で
す
が
、
日
本
で
は
、
そ
れ
が

進
ん
で
い
な
い
た
め
、
容
易
に
取
れ
る

よ
う
な
社
会
づ
く
り
が
課
題
で
あ
り
、

決
定
機
関
に
参
画
し
発
言
を
し
て
変
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
対
策
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
は
、
男
性
を
含
め
た
育
児
休
業
取

得
の
推
進
な
ど
の
男
女
共
同
参
画
の

推
し
進
め
に
あ
り
ま
す
。

◇
男
性
の
差
別
事
情

　
女
性
が
差
別
さ
れ
る
社
会
は
男
性

も
差
別
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
首
都

圏
で
男
性

の
働
き
過

ぎ
に
よ
る

過
労
死
や

労
災
認
定

で
揉
め
て

い
る
こ
と

が
多
い
こ

と
や
、
10

年
連
続
で

自
殺
者
が

３
万
人
を
超
え
、
そ
の
６
割
強
が
男

性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
で
言
え

ま
す
。
男
性
が
も
っ
と
楽
に
な
る
社

会
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
別
視
点
で
、
最
近
の
旅
行
プ

ラ
ン
・
食
事
プ
ラ
ン
な
ど
に
お
い
て
、

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
も
の
が

多
く
、
男
性
が
差
別
さ
れ
て
い
る
事

例
が
あ
り
ま
す
。

◇
現
代
の
女
性
事
情
か
ら

女
性
の
化
粧
の
話

　「
女
性
と
い
う
も
の
を
男
性
か
ら

み
る
と
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
る
か
」

と
い
う
こ
と
を
茂
木
健
一
郎
氏
と
カ

ネ
ボ
ウ
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
結
果

が
東
奥
日
報
紙
上
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
女
性
が
自
分
の
化
粧
顔

を
鏡
で
見
た
時
、
他
人
と
認
識
し
、

社
会
と
深
く
関
わ
ろ
う
と
し
て
お

り
、
素
顔
を
見
た
時
は
自
分
ら
し
い

と
認
識
を
し
て
い
る
。」
ま
た｢

化
粧

顔
は
、
社
会
的
な
関
係
を
築
く
橋
渡

し
役
を
担
う
。｣

と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
化
粧
が
女
性
の
社
会
進
出
の

た
め
の
一
つ
の
手
段
と
言
え
る
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
。

【
ま
と
め
】

　
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
ど
う

生
き
る
か
、
ま
た
自
分
の
生
き
方
に

一
生
懸
命
磨
き
を
か
け
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
生
き
方
に
矛
盾
を

感
じ
れ
ば
心
地
よ
く
生
き
ら
れ
な
い

の
で
、
そ
れ
を
打
破
す
る
活
動
が
自

然
に
で
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
の
生
活
か
ら
男
女
共

同
参
画
に
対
す
る
「
気
づ
き
」
が
大

切
で
そ
れ
が
第
一
歩
で
す
。

介
護
と
性
別
役
割
分
業
の
お
話

男
女
共
同
参
画

　
　
　
　セ
ミ
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
社
会
コ
ー
ナ
ー
②

　低所得世帯・障害者世帯等を対象に、市町村社会福祉協議会（各支所でも対応できます）が窓口となって、
青森県社会福祉協議会が審査、貸付を行っている制度です。
資金の種類／更生資金（技能習得費など）、福祉資金、療養･介護資金、修学資金（高校･高専･短大･大学、条件を満たした専修学校）等
　　　　　　※貸付条件、限度額、償還期間は資金の種類等で異なります。
基 本 要 件／①世帯単位の貸付　②連帯保証人が必要　③民生委員の相談援助が前提　④他制度優先　⑤支払い済みの経費は対象外
貸 付 利 率／年３％　※療養・介護資金、修学資金は無利子
　　　　　　※修学資金は２月から受付開始します。条件は他制度（日本学生支援機構、金融機関の教育ローン等）
　　　　　　　を申し込み後、非採用の方が条件となります。
　　　　　　　なお、母子・寡婦世帯については、別制度「母子寡婦福祉資金」の対象です。詳細はつがる市役所
　　　　　　　福祉課児童福祉係へお問い合わせください。

「生活福祉資金貸付制度」の紹介

利用できる方／母子家庭の母・寡婦の方
サービスの内容／
　●就業相談（適切な助言・指導を行います）
　●就業支援講習会（パソコン講習会、ヘルパー２級課程講習会、
　　　  　　　　　　調理師試験準備講習会）
　●就業情報提供（母子家庭等就業支援バンクに登録し、
　　　　　　　　  便宜求人情報を提供します）

相談利用時間／平日午前８時３０分～午後５時１５分
【問い合わせ先】
母子家庭等就業・自立支援センター
（青森県母子寡婦福祉連合会内）青森市中央3－20－30
TEL：０１７-７３５-4１５２　FAX：０１７-７３５-4１６０
※毎月第３火曜日午後１時から３時まで無料法律相談も
　開催しています。（※予約が必要です）

～ご存じですか？福祉の情報～ 母子家庭等就業・自立支援センター

新春じょっぱり温泉「カラオケ大会」 法律相談を開催します

川口さんの話しに耳を傾ける参加者たち

講演する川口さん

NO
1
2
3
4

5

6
7
8

9
10

11

12
13
14

15

16
17

月　日
4月15日
4月15日
4月18日
4月29日

5月  7日

5月16日
6月16日
7月  2日

7月28日
8月  4日

9月  7日

9月  8日
9月11日
9月27日

9月29日

10月  9日
10月24日

氏名・団体
吉川絹枝様
佐々木朝子様
丹代金一・丹代高弘様
イオン㈱ジャスコ
つがる柏店様
屏風山植物愛好会
代表工藤鉄男様
黒滝清昭様
成田ツル様
清寿会老人クラブ
会長葛西賢造様
木村真悦様
松緑神道大和山
木造教区長山谷吉信様
つがる市カラオケ愛好会
会長　三戸富廣様
梶浦春美様
匿名
津軽まほろば会
会長工藤則次様
清寿会老人クラブ
会長葛西賢造様
金子済様
林嗣郎様

地区
本所
本所
本所

本所

本所

稲垣
車力

本所

車力

本所

本所

車力
稲垣

本所

本所

本所
車力

区分・目的
一　　般
一　　般

特定（フットマッサッジャー３台）

一　　般

一　　般

一　　般
特定（ジャグポット２個）

一　　般

香典返し

一　　般

特定
（シャワーチェアー１台）

香典返し
一　　般

一　　般

一　　般

香典返し
一　　般

NO
18
19

20
21
22

23

24

25
26
27
28
29

30
31
32
33
※

月　日
11月  2日
11月  6日

11月  7日
11月10日
11月17日

11月19日

11月25日

11月25日
11月26日
12月  1日
12月  3日
12月  4日

12月  9日
12月  9日
12月10日
12月12日
8月18日

氏名・団体
ダンスルームドラゴン様
つがる市商工会女性部
部長鳴海アキ様
木造中学校福祉委員会様
藤田興機様
松緑神道大和山木造支部婦人部
部長八木橋リウ子様
清寿会老人クラブ
会長　葛西賢造様
松緑神道大和山稲垣・車力教区
●稲垣教区代表　木村正光様
●車力教区代表　工藤晴教様
成田茂様
神成忠美様
匿名
平間康弘様
つがる市赤十字奉仕団　稲垣分団
分団長工藤きみゑ様
孝道山青森別院様
成田良一様
館岡中学校古切手委員会様
繁田小学校児童会様
つがる市柏消防団第６分団
（小和巻地区）様

地区
柏
本所

本所
本所
本所

本所

稲垣

車力
本所
本所
森田
稲垣

本所
車力
本所
稲垣
柏

区分・目的
一　　般
一　　般

一　　般
香典返し
一　　般

一　　般

一　　般

特定（長椅子）
一　　般
一　　般

特定（訪問用バック）
一　　般

一　　般
特定（加湿器）
一　　般
一　　般

岩手・宮城内陸
地震義援金

就業や
技能習得の
お手伝いを
しております

善
意
の
心
皆
様
の
善
意
に
深
く
感
謝
し
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

《
平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
12
月
15
日
》


